総合研究施設　培養室･ストックスペース　利用規定

　培養室（603、604および619室）について、運用方法を新たに定めます。利用希望者は熟読の上、ご利用願います。

［定義］

１．本規定の利用者とは、培養室内クリーンベンチ・安全キャビネット、CO2インキュベーターおよびストックスペースを利用する方です。培養室内にある機器類を、一時的に使用する者は含まれません。
［培養室利用の開始および終了について］

２．利用を登録制にします。利用希望者は、機器利用登録とは別に【培養室･ストックスペース利用申請書】を総研管理室まで提出して下さい。また、転出や実験終了に伴い利用を終了する場合も管理室まで届け出てください。

　特に、 603 細胞培養P2実験室および 619 微生物P2実験室の利用については、原則として遺伝子組換え実験（P2レベル）のみの取扱いとします。利用登録の際に、大学に提出した『遺伝子組換え生物等第二種使用等計画書』および『審査結果通知書』のコピーを添付してください。

　また、遺伝子組換えDNA実験従事者・内容・期間等を変更する場合も、大学に提出した『組換えDNA実験計画変更申請書』および『組換えDNA実験計画の変更承認書』のコピーを管理室に提出してください。

［ストックスペースについて］

３．ストックスペース（実験机引出し、移動式キャビネットおよびメタルラック）は、実験を遂行するために最小限必要な消耗品を緊急時用に備蓄・保管する場所です。熊本地震により、移動式キャビネットや引出しが多数破損しました。そこで、移動式キャビネットおよびメタルラックは各培養室各分野１か所、引出しは各個人に付き１か所の利用制限を設けます。利用希望者は、【培養室･ストックスペース利用申請書】を管理室まで提出してください。また、転出や実験終了等に伴い利用を終了する場合も同様に、管理室までお知らせ願います。

４．メタルラック利用者は、管理室の指定したボックスに納めるようにしてください。

［利用中における注意事項］

５．安全キャビネットおよびクリーンベンチの長時間の占有を禁止します。速やかに実験を開始し、終了後は後片付けを行なってください。また、使用時はマグネットボードに記名してください。
６．培養室に限らず、実験室に設置してある機器類は全て共同利用となります。持ち込んだ機器類を他の方が使用することをご了承ください。

７．実験室への食品の持ち込みおよび室内での飲食は禁止です。

８．持参した試薬は、利用者の責任において管理するようお願いいたします。特に、毒劇物については国立大学法人熊本大学化学物質管理規則に従って、適切に管理するようお願いいたします。

９．所定の位置以外に置かれているものは放置品とみなし、長期間放置されている場合は、スタッフの判断で撤去・廃棄します。利用者の皆さまがいつでも心地よく実験室を使えるよう、実験室内の整理・整頓にご協力ください。
	申請日
	 令和　　　　年　　　　月　　　　日 　


総合研究施設　培養室･ストックスペース　利用申請書

総合研究施設　培養室･ストックスペース利用規定に基づき、下記のとおり申請します。

申請区分
	申請区分
	□新規　　□継続　　□変更　　□取消
	登録番号

：新規時空欄
	


利用申請者
	氏　　名
	　
	職名（学年）
	

	所　　属
	
	内線番号
	

	E-mail
	


利用責任者（指導教官）
	氏　　名
	　
	職　　名
	

	所　　属
	
	内線番号
	


培養室･ストックスペース

	利用開始日
	令和    　　　年　　　　　月　　　　　日

	· 603細胞培養P2実験室
	· 実験室引出し
	棚番号

：新規時空欄
	※

	· 
	· 移動式キャビネット
	
	※

	· 
	· メタルラック
	
	※

	· 604細胞培養室
	· 実験室引出し
	棚番号

：新規時空欄
	※

	· 
	· 移動式キャビネット
	
	※

	· 
	· メタルラック
	
	※

	· 619微生物P2実験室
	· 実験室引出し
	棚番号

：新規時空欄
	※

	· 
	· 移動式キャビネット
	
	※

	· 
	· メタルラック
	
	※


※印は希望場所があれば記入してください。培養室･ストックスペースを継続利用する場合は毎年3月中に継続の申請手続きを提出してください。提出なき場合は4月に引出し等の片付けを実施します。

　

------------------------------   以下担当者で記入します   -----------------------------
	承認日
	 令和　　　　年　　　　月　　　　日


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総研管理室

